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02. 技術開発概要

＜目的＞

エネルギー需要側の住宅・オフィスのゼロ・エミッション化に向けた技術開発におい

て、建物の高断熱・高気密化が求められるなか、開口部の断熱性能を高める技術開

発は進んでいない。本事業は、地域木材を活用した熱貫流率Ｕｗ＝０．５Ｗ/㎡・Ｋ以

下の超断熱サッシによるリフォーム住宅の省エネルギー効果の実証研究と、超断熱

サッシによる既存住宅リフォーム改修の普及に関する研究検証の実施を目的とした。

建築物の省エネルギー向上によるCO2削減

地球温暖化抑制
超断熱サッシ枠材・障子材

高齢級良質地域木材

地域超断熱サッシ製作工場

地域複層ガラス工場等

地域材の利用と
地域産業による

LCA低減
新規産業創出

地域雇用・地域経済循環

ゼロエネルギー住宅（ZEH)

新築・リフォーム

住宅１戸（４０坪/132㎡）の削減量
超断熱サッシのCO2削減効果量 ：0.4ｔ/年

ゼロエネルギービル（ZEＢ)

ゼロエネルギー住宅（ZEH)

ゼロエネルギータウン

＜超断熱サッシ普及による効果＞
□ 寒冷地における住宅ストック

10％に普及した場合
CO2削減効果量 ： ３８万ｔ/年

□ 寒冷地における住宅ストック
30％に普及した場合

CO2削減効果量 ： １１４万ｔ/年

＝

超断熱サッシ

断熱性能
Ｕw＝0.5 Ｗ/㎡・Ｋ以下

＜事業成果がもたらす社会効果＞
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03. 事業実施体制

【研究開発課題代表者】

有限会社和建築設計事務所

代表取締役 青木 和壽

【経理担当者】

有限会社和建築設計事務所

青木 明子

【事業運営】

超断熱サッシ技術開発検討委員会

（平成24年度～平成26年度）21名

超断熱サッシ普及検討委員会

（平成26年度）23名

【オブザーバー】

長野県環境部、林務部、建設部、商工労働部

長野県林業総合センター木材部

アルプスハイランド地域センター

【研究開発課題共同実施者】

有限会社和建築設計事務所

古畑 愛夏、橘 瑞恵、形山 由香、横林 千佳

○(1) 超断熱サッシ部材に関する技術開発

○(2) 超断熱サッシに関する技術開発

○(3) 超断熱サッシの施工に関する技術開発

○(4) その他開閉方式及び形状に関する技術開発

○(5) 実証試験（研究）

(6) 環境負荷評価（研究）

○(7) 本事業の周知と普及

【研究開発課題共同実施者】

国立大学法人信州大学工学部建築学科

環境設備学教授 浅野 良晴

環境設備学准教授 高村 秀紀

技術専門職員 岩井 一博

(1) 超断熱サッシ部材に関する技術開発

(2) 超断熱サッシに関する技術開発

(3) 超断熱サッシの施工に関する技術開発

(4) その他開閉方式及び形状に関する技術開発

○(5) 実証試験（研究）

○(6) 環境負荷評価（研究）

【外注】
一般財団法人建材試験センターtou

・複層ガラスの熱貫流率性能試験

・ＪＩＳによる窓の性能評価性能試験

ｉｆｔ Ｒｏｓｅｎｈｅｉｍ

・ＩＳＯによる窓の性能評価（試験・計算）

□ 本事業は有限会社和建築設計事務所と国立大学法人信州大学との共同で実施

□ 本事業の円滑な実施のため、2つの委員会を設置

・ 超断熱サッシ技術開発検討委員会：開発技術及び事業運営の助言

・ 超断熱サッシ普及検討委員会：本事業の周知や普及に資することを目的

・ オブザーバーとして長野県各部局参加：実証試験体提供協力

＜実施体制図＞

○印：主担当
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04. 事業実施スケジュー
ル

平成24年度 平成25年度 平成26年度

① 枠・障子材の技術開発

② 複層ガラス材の技術開発

③ 気密材の技術開発

④ 開閉装置の技術開発

⑤ 超断熱サッシ部材の性能試験及び検証

① 超断熱サッシの組み立て技術開発

② 超断熱サッシの性能試験及び性能検証

（３）その他開閉方式及び形状に関する技術開発

（４）超断熱サッシの施工に関する技術開発

① 実証研究試験体製作及びセンサー類の設置工事

② 実証試験で得られたデータ検証・評価

③ 実証試験体に設置した超断熱サッシの耐久性及び品質確認

④ 実証研究試験体撤去

（６）環境負荷評価

① 超断熱サッシ技術開発検討委員会

② 超断熱サッシ普及検討委員会

③ 本業務の周知や普及に資することを目的とした展示会や
　  講演会開催

（７）本事業の周知と普及
     超断熱サッシ技術開発検討委員会及び超断熱サッシ普及検討委員会の開催

実施年度
実施項目

（１）超断熱サッシ部材に関する技術開発

（２）超断熱サッシに関する技術開発

（５）開発した超断熱サッシによる実証試験

事業は平成24年度から平成26年度に実施
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05. 技術開発内容 事業フロー

【Phase 1】
2012年～2013年

(1)超断熱サッシ部材開発

【Phase 2】
2012年～2013年

(2)超断熱サッシの技術開発等

【Phase 3】
2014年

(5)超断熱サッシによる実証試験等

(1)超断熱サッシ部材開発

① 枠・障子材の開発

② 複層ガラス材の開発

③ 気密材の開発

④ 開閉装置の開発

(２)超断熱サッシの技術開発

① 超断熱サッシの組み立て技術開発

②超断熱サッシの性能試験及び性能検証

(３)その他開閉方式及び形状に関する技術開発

(４)超断熱サッシの施工に関する技術開発

(5)超断熱サッシによる実証試験

① 実証研究試験体製作

② 実証試験体の超断熱サッシ耐久性及び品質確認

③ 実証試験で得られたデータ検証・評価

(6) 環境負荷評価

(7) 本事業の周知と普及

実施項目
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06. 技術開発内容
（１）超断熱サッシ部材に関する技術開発 １

間げきを3層有する複層ガラス

障子用気密材

枠用気密材

隠ぺいされたロックシステム
内部

断面外部

側面

断熱材を組み入れた無垢ヒノキ材
の枠・障子材

③ 気密材の技術開発① 枠・障子材の技術開発

② 複層ガラス材の技術開発

4 10

0.1

10 20.54 4

Low-Eガラス 厚4㎜/ClimaGuard 55/27

Heat Mirror 厚0.1㎜

FLガラス 厚4㎜

Low-Eガラス 厚4㎜/ClimaGuard 55/27

クリプトンガス

52.6

＜外部＞＜内部＞

 

4 12 4

Low-Eガラス 厚4㎜/ClimaGuard 63/31

FLガラス 厚4㎜

Low-Eガラス 厚4㎜/ClimaGuard 63/31

クリプトンガス

12 4 12 4

52

＜外部＞＜内部＞

④ 開閉装置の技術開発

複層ガラス断面図１ 複層ガラス断面図２

枠と障子の間げきを複数
確保する枠の気密材

設置状況

超断熱サッシ部材部材開発概要

□ 枠・障子の断熱性能目標値：Ｕｆ＝0.5 Ｗ/㎡・Ｋ以下

□ 複層ガラス材の断熱性能目標値：Ｕｇ＝0.4 Ｗ/㎡・Ｋ以下



超断熱サッシ開発による住宅の高断熱化検証とゼロ・エミッション住宅検証

有限会社和建築設計事務所

07. 技術開発内容
（１）超断熱サッシ部材に関する技術開発 2

① 枠・障子材の開発結果

□ 枠・障子（フレーム）の断熱性能

Ｕｆ＝0.43 Ｗ/㎡・Ｋ

② 複層ガラス材の開発結果

□ 複層ガラス材の断熱性能

Ｕｇ＝0.35 Ｗ/㎡・Ｋ

① 気密材の熱伝導率 ゴム部 0.461 Ｗ/ｍ・Ｋ

スポンジ部 0.298 Ｗ/ｍ・Ｋ

② ヒノキ材のの熱伝導率：0.0957 Ｗ/ｍ・Ｋ（密度0.422ｇ/ｃｍ3）

③ フェノール樹脂断熱材の熱伝導率：0.02 Ｗ/ｍ・Ｋ

④ ヒノキ材とフェノール樹脂断熱材体積比率＝6：4

⑤ 枠・障子の仕口強度：7kN（必要強度：0.8kN）

① 複層ガラス構成：Ｌｏｗ－Ｅガラス厚4㎜+中空層12㎜+Ｌｏｗ－Ｅガラス厚4㎜+

中空層12㎜+フロートガラス厚4㎜+中空層12㎜+Ｌｏｗ－Ｅガラス厚4㎜

（中空層：クリプトンガス充てん）

② 総厚：52㎜ （35.35㎏/㎡）

③ Ｌｏｗ－Ｅガラス：放射率：0.024

④ ガラススペーサーの熱伝導率：0.25 Ｗ/ｍ・Ｋ

＜仕様＞

＜仕様＞

枠材材仕口せん断強度性能試験
試験状況

障子材仕口せん断強度性能試験
試験状況

枠材材仕口引張り強度性能試験
試験状況

障子材仕口引張強度性能試験
試験状況

枠材・障子材断熱性能（Ｕｆ）
試験試験状況

気密材の熱伝導率試験
試験体

複層ガラス断熱性能
（Ｕｇ）試験 試験状況

ガラススペーサーの
熱伝導率試験 試験体

枠・障子材開発

複層ガラス材開発
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08. 技術開発内容
（２）超断熱サッシに関する技術開発 1

igif

igigigigifif

W
AA
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++
=

【計算 / Calculation 】
EN ISO 10077-1 EN ISO 10077-2

ＪＩＳ Ａ2102-1 ＪＩＳ Ａ2102-2

【測定 / Measurement 】
EN ISO 12567-1 EN ISO 12567-2

ＪＩＳ Ａ4710

＜使用計算ソフト＞
Ｗｉｎ ＩＳＯ ２Ｄ Professional Ｖｅｒｓｉｏｎ７．９４
TB2D/BEM Ｖｅｒｓｉｏｎ3

＜試験場＞
ISO試験：ift Rosenheim/ドイツ
ＪＩＳ試験：一般財団法人建材試験センター

ISO： Ｕw＝0.47 Ｗ/㎡・Ｋ

JIS： Ｕw＝0.48 Ｗ/㎡・Ｋ

W
i
n
d
o
w
 
H
e
i
g
h
t

4
0

4
0

5
1

5
1

6
6

＜室外側/Enternal＞
Cold Side

⑧断熱材/Insulation

⑩気密材/Airtight material

②サッシ(可動)/Sash

⑫断熱材/Insulation

①フレーム(固定) /Frame

①

⑤・⑭乾燥材/Drier

⑩

⑧中間空間層/air space

②

⑤ スペーサ/Spacer(Dulalite)
   Thermal conductivity:0.12W/m・K

⑩ 

⑫

①

⑫

⑩

<下枠/Sill>

⑨ ④グレージング /glazing

③グレージング /glazing

<上枠/Head>

⑨

＜室内側/Interior of a room＞
Warm Side

⑨充填材/Seeling compound

⑨

⑫断熱材/Insulation

⑬

⑫

85

6
9

2
2

⑪気密材/Airtight material

⑪

①

⑥

⑥・⑮乾燥材/Drier

⑦ヒートミラー88 /Heat Mirror88

43 43

51 51

Window Width

②

⑩

⑤

⑫

⑫

⑩

②

①

壁/Wall

⑫

⑧

⑪

①

①

①

⑫

⑨

⑨

<縦枠/Side>

＜室内側/Interior of a room＞
Warm Side

＜室外側/Enternal＞
Cold Side

⑪

⑪

⑪

⑯金物/Hardware

壁/Wall

⑤

<縦枠/Side>

1
53

5

5
2.
5

1
5

8
5

1
5

5
5

30

⑥･⑮

⑦

② 超断熱サッシの性能試験及び性能検証

ISO：Ｕw＝0.47 Ｗ/㎡・Ｋ

JIS： Ｕw＝0.53 Ｗ/㎡・Ｋ

＜超断熱サッシの断熱性能評価結果＞

超断熱サッシ縦断面図

超断熱サッシ縦断面図

① 超断熱サッシの組み立て技術開発

＜枠材寸寸法＞

見込み法：153㎜

見付け寸法：40㎜

＜障子材寸法＞

見込み寸法：85㎜

見付け寸法：69㎜

＜窓全体質量＞

Ｗ750×Ｈ1500：51㎏

○ 複層ガラス及び障子による線熱貫流率

Ψｇ＝0.015 Ｗ/ｍ・Ｋ

＜気密材＞
エチレン・プロピレンゴム
熱伝導率：0.09W/m

＜気密材設置個所＞
障子：１箇所
枠：3箇所

＜開閉装置＞
隠ぺい型

Ｕw＝0.5 Ｗ/㎡・Ｋ以下を確認
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09. 技術開発内容
（２）超断熱サッシに関する技術開発 2

窓の性能 性能値

気密性能 通気面積 最小0.81㎡

水密性能 圧力差 最大500Ｐａ

耐風圧性能 圧力差・相対変位 最大2700Ｐａ・8.7㎜

断熱性能 0.47Ｗ/㎡・Ｋ

遮音性能 平均音響透過損失 最大34ｄＢ

開閉繰り返し試験 開閉回数 1万回

面内変形追随性能 最大12.7rad

防火性能 外部加熱耐火時間 加熱時間20分※

内部加熱耐火時間 加熱時間25分

超断熱サッシの窓性能

遮音性能試験

開閉繰り返し試験 遮炎性能試験 面内変形追随性試験

気密性能試験 水密性能試験 耐風圧能試験

超断熱サッシの窓性能試験状況

② 超断熱サッシの性能試験及び性能検証

□ 開発した超断熱サッシの窓性能試験の実施

実施性能試験：気密、水密、耐風圧、遮音、開閉繰り返し、面内変形追随、遮炎

□ 試験値は窓の実用が可能な性能値であった。

□ 耐久性能については実証検証で実施した。

※試験開始１２分後複層ガラス湾曲部から炎貫通あり
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10. 技術開発内容
（３）その他開閉方式及び形状に関する技術開発

① その他開閉方式

縦滑り出し窓、横滑り出し窓、嵌め殺し窓、片外開き窓、両外開き窓を開発

② その他形状

矩形以外に、三角形窓、多角形窓、丸窓を開発

外部 内部 側面

外開き窓

外部 内部 側面

縦滑り出し窓

外部 内部

両外開き窓

丸窓

内部

外部

側面
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11. 技術開発内容
（４）超断熱サッシの施工に関する技術開発 1

① 超断熱サッシの取付位置の検討

10℃
13℃

0℃～20℃まで 1℃間隔

□ 実証試験の試験体における超断熱サッシの取付け位置をEN ISO 10077-1 

EN ISO 10077-2にて、等温度線を作成し、超断熱サッシの外部側への出入り

位置の設定

□ 超断熱サッシの留め付け材の強度設計を行い、必要留付け材強度設定

外気温
０℃

室内温
度

２０.０℃

室内温度２０.０℃

外気温０℃

縦断面温度分布図

平面断面温度分布図

BP2

BP3 

BP4

BP8

BP7 

BP6

BP5

H2

H1

V2V1

BP1
窓の平面方向に必要な支持力

V1,max
*) =              0.57 kN

V2 =                  0.21 kN

H1 =                  0.19 kN

H2 =                  0.19 kN
*) 少し開いた時

窓の垂直方向に必要な支持力

BP 1 ~ 5, BP 7 **) =   ±0.09 kN

BP 6 (H1 )***) =       －0.19 kN

BP 8 (H2 )***) =         0.19 kN
**) 風圧力に対して
***) 90°開いた時

750

1
5
0
0

6
0
0

6
0
0

335

必要な支持力図 必要な支持力計算値 必要な留め付け材位置

超断熱サッシの取付方法超断熱サッシの取付位置
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12. 技術開発内容
（４）超断熱サッシの施工に関する技術開発 2

② 超断熱サッシの取付施工方法

□ 超断熱サッシの取付施工方法を実証試験前に施工要領書を作成

□ 実証試験体製作において施工要領書に沿って超断熱サッシの取付を実施

超断熱サッシ取付け図

シーリング

防水テープ

壁下張り材

透湿防風シート

外壁材

断熱材

外部 内部

気密シート

詰木材

留付け材

サッシ上部

ケーシング
（建築工事）

超断熱サッシ

断熱材

通気層

超断熱サッシ据付縦断面

超断熱サッシ据付水平断面

シーリング

内部

外部

詰木材

留付け材

ケーシング
（建築工事）

壁下張り材

透湿防風シート

外壁材

内装材

気密シート

柱

通気層

ケーシング
（建築工事）

断熱材

超断熱サッシ

実証試験体躯体状況 実証試験体躯体防水気密処理状況 実証試験体躯体超断熱サッシ据付状況

防水テープ貼り付け

防水紙巻き込みL´L

開口

ｗ´

ｗ

防水紙の切り込み

ラフ開口部の外寸

シーリング

超断熱サッシ
寸法の算出

開口部廻りの防水処理
気密処理

超断熱サッシ据付外部防風防水紙
切り込み

超断熱サッシ
周囲

防水気密処理

超断熱サッシ取付施工手順
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13. 技術開発内容 生産コスト

□ 金物を流通部材とし、生産性（月産１００窓）を上げることで、約９万円/㎡弱の生

産コスト削減が可能であった。

□ 目標値である超断熱サッシ生産コスト１０万円/㎡を下回る結果となった。

＜生産コスト表＞

２５年度 平成26年度 ２５年度 平成26年度 

枠材　(固定) 木　（ヒノキ）　
熱伝導率：０．０９５７W/m・

K密度：４２２㎏/ｍ3
見込み１５３㎜

見付け寸法４０㎜
ＥＰＤＭ（85°黒）

熱伝導率：０．４６１W/m・K
密度０．００１２６㎏/ｍ3

¥3,946 ¥3,946

障子材　(可動) 木　（ヒノキ）　
熱伝導率：０．０９５７W/m・

K密度：４２２㎏/ｍ3
見込み８５㎜

見付け寸法６９㎜
ＥＰＤＭ（スポンジ黒）

熱伝導率：０．３２２W/m・K
密度０．００１１７㎏/ｍ3

¥1,405 ¥1,405

加工費 ¥40,000 ¥26,667 断熱材　
Ａ種フェノールフォーム保温板

１種２号
密度２７㎏/ｍ3

熱伝導率：０．０２W/m・K
¥998 ¥998

ガラス 低放射ガラス（Low-E）３枚 放射率：0.024 厚み：４㎜ 金物 ヒンジ：ステンレス 重さ：１５２０ｇ ¥25,000

ガラス フロートガラス　
可視透過率：９０
日射透過率：８４

厚み：４㎜ 既製品 ¥3,300

スペーサ ポリプロピレン　
密度１．３５ｇ/㎝3

熱伝導率：０．１２W/m・K
巾：１２㎜　高さ：７㎜ ロックシステム：ステンレス 重さ：４８２ｇ ¥63,000

中間空間層　 クリプトンガス　 充填率　９５％ 既製品 ¥11,550

乾燥材　
アルミノケイ酸ナトリウム・

アルミノケイ酸カリウム
開閉装置留付ビス Ｌ=18.6 φ4　市版品 4個 ¥1 ¥1

開閉装置・ロックシステム留付ビス Ｌ=24.6 φ4　市版品 14個 ¥4 ¥4

縁枠留付ビス Ｌ=56.5 φ2.68　　市版品 16本 ¥11 ¥11

合計 ¥160,497 ¥74,014

部材 材質 性能 寸法
生産コスト（1㎡）

複層ガラス ¥14,702 ¥14,702

気密材　

部材 材質 性能 寸法
生産コスト（1㎡）

枠障子

¥11,430 ¥11,430

２５年度における超断熱サッシの生産コストを、超断熱サッシの開発過程の部材

コスト及び超断熱サッシ組立時間等を分析した。

＜結果＞



超断熱サッシ開発による住宅の高断熱化検証とゼロ・エミッション住宅検証

有限会社和建築設計事務所

14. 実証試験内容
（５）開発した超断熱サッシによる実証試験 1
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□ 開発した超断熱サッシの実証試験を既存建物を改修（実証試験体）し、2年間実施

□ 実証試験体は、１９７０年（築４３年）に建設された長野県工業技術総合センター

環境・情報技術部門（松本市）の宿舎３棟とした。

試験体外部（断熱改修前）
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試験体外部（改修後） 試験体外部（改修後） 試験体平面図改修部分：赤色部分 試験体矩計図（改修後）

＜実証試験体概要＞

試験体内部（断熱改修前）
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15 実証試験内容
（５）開発した超断熱サッシによる実証試験 2

① 実証研究試験体製作及びセンサー類の設置工事

□ 外被平均熱貫流率0.39W/㎡・Kとする断熱改修した。

□ 実証試験体の製作では、気密工事完了時と内装仕上げ完了時に気密試験を

実施し漏気箇所がないことを確認した。

＜改修後の試験体概要＞

試験体番号 構造 階数
延べ床面積

（㎡）
改修面積

（㎡）
外被面積

（㎡）
開口部面積

（㎡）
開口部比率

（％）

外被平均
熱貫流率
Ｗ/㎡・Ｋ

試験体1 木造 1 65.61 22.2 100.1 7.13 6.74 0.38

試験体2 木造 1 51.57 18.1 88.6 5.05 5.08 0.39

試験体3 木造 1 49.95 22.1 102.2 5.05 4.4 0.39

実証試験体製作
２０１３年９月

気密工事完了
２０１３年１０月

気密工事完了時/気密試験
２０１３年１０月

気密試験試/験体完成後
２０１３年１１月

工事完了（内部）
２０１３年１１月

実証試験
２０１3年１１月から2014年12月

＜改修後の試験体製作＞
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16. 実証試験内容
（５）開発した超断熱サッシによる実証試験 3

□ 実証試験では試験地での日射量、外気温、室温・湿度を通年計測

□ 2冬季（平成24年・25年）、室温20℃を維持する暖房負荷試験実施

□ 室内換気0.5回/時による室温20℃を維持する暖房負荷試験実施

② 実証試験

 

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

0

50

100

150

200

250

300

350

400

1
2

:0
0

1
3

:0
0

1
4

:0
0

1
5

:0
0

1
6

:0
0

1
7

:0
0

1
8

:0
0

1
9

:0
0

2
0

:0
0

2
1

:0
0

2
2

:0
0

2
3

:0
0

0
:0

0

1
:0

0

2
:0

0

3
:0

0

4
:0

0

5
:0

0

6
:0

0

7
:0

0

温
度

(℃
)

消
費
電
力
量

(W
h

/5
m

in
)

合計積算電力 室内温度（中央FL+1200mm) 外気温度

試験体室内外温度差および消費電力量（２０１４年１月６日）

  

0

10

20

30

40

50

60

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

日
積
算
日
射
量

(W
/m

2
)

水平 西 東 南 北

 

 

日積算年間日射量

日平均年間湿度

日平均年間気温

時間 消費電力量(Ｗｈ) 暖房室内温度(℃) 外気温度(℃) 隣室温度(℃)
室内外温度差

(℃)

２０:３１－２１:３０ ７３０．９ ２０．０ －４．５ ８．７ ２４．５

２３:０１－２４:００ ８１８．１ ２２．０ ―６．５ ８．６ ２８．５

３:０１－４:００ ９４４．０ ２３．７ ―８．３ ５．９ ３２．１
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17. 実証試験内容
（５）開発した超断熱サッシによる実証試験 4

② 実証試験で得られたデータ検証・評価

□ 改修後の実測値と、改修後のシミュレーション結果の誤差は５％以内であった。
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暖房室温度安定時における室内外温度差及び消費電力量
室内外温度差２５℃時における暖房負荷

シュミレーションと実測比較暖房負荷最大値 暖房負荷最小値 

試験体　１ ９４４．０Ｗｈ（室内外温度差３２.１℃） ７９５．８Ｗｈ（室内外温度差２４．３℃）

試験体　2 １，５１１.0Ｗｈ（室内外温度差３０．１℃） ６４４．０Ｗｈ（室内外温度差１４．３℃）

試験体　3 １,１３５．０Ｗｈ（室内外温度差２４．３℃） ７６１．０Ｗｈ（室内外温度差１４．２℃）

暖房室温度安定時における室内外温度差及び消費電力量の最大と最小



超断熱サッシ開発による住宅の高断熱化検証とゼロ・エミッション住宅検証

有限会社和建築設計事務所

18. 実証試験内容

（５）開発した超断熱サッシによる実証試験 5

③ 実証試験体に設置した超断熱サッシの耐久性及び品質確認

□ 実証試験体に1年間設置した超断熱サッシ品質検査を実施

□ 各実証試験体から１窓を採取し、窓の性能試験を実施

超断熱サッシ（外部）

外部木部表面ひび

超断熱サッシ（内部）

＜品質確認＞

取り外し後（内部）

取り外し後（外部）

＜超断熱サッシ採取＞

試験体作成

□ 窓性能試験結果では、断熱性能・水密性能・耐風圧性能・遮音性能に変化は
無かった。

耐風圧性能試験水密性能試験気密性能試験 遮音性能試験断熱性能試験

＜試験結果＞

試験体 2012年実施 試験体1 試験体2 試験体3

窓の大きさ（Ｈ㎜×Ｗ㎜） 1460×750 708×1509 708×1509 693×1512

面積（㎡） 1.095 1.068 1.068 1.047

気密性能（通気面積） 0.81m3/h・㎡ 2.1m3/h・㎡ 7.8m3/h・㎡ 0.81m3/h・㎡

水密性能（最大圧力差） 500Ｐａ 500Ｐａ 500Ｐａ 500Ｐａ

耐風圧性能（最大圧力差） 2700Ｐａ 3600Ｐａ 2700Ｐａ 3000Ｐａ

相対変位 8.7㎜ 9.7㎜ 7.1㎜ 8.5㎜

0.532 0.551 0.549 0.558

Ｗ/㎡・Ｋ Ｗ/㎡・Ｋ Ｗ/㎡・Ｋ Ｗ/㎡・Ｋ

遮音性能

（平均音響透過損失）

断熱性能

34ｄＢ - 31ｄＢ 34ｄＢ
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19. （６）環境負荷評価

-400

-300

-200

-100

0

100

200

排出・固定量 合計

C
O
2
排

出
・
固

定
量
[k
g-
C
O
2
]

複層ガラス ヒノキ 気密材 その他部品 木材加工 合計

□ 超断熱サッシ１体（約1㎡）あたりのＣＯ２排出量は２５８ｋｇ－ＣＯ２/㎡だった。

□排出・固定量のうち複層ガラス製造の排出量が５１％、サッシ組立時の排出量が

3８％を占めた。

□ＣＯ２累積排出削減量がサッシ製造時のＣＯ２排出量を上回までに4年以上必要

累積ＣＯ２排出削減量超断熱サッシ1体製造時のＣＯ２排出量

試験体1 試験体2 試験体3

（共同研究者国立大学法人信州大学による計算） （共同研究者国立大学法人信州大学による計算）

＜結果＞

超断熱サッシの生産及び廃棄・運用時のＬＣＡを、生産時実測と実証試験結果ら算出
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20. （7) 本事業の周知と普及

平成26年度に超断熱サッシ普及検討委員会を設置し、本業務の周知や普及に

資することを目的とした下記の事項を実施した。

□ 実証試験体の公開

□ 超断熱サッシシンポジウムの開催

□ インターネットによる国民アンケート調査

■ 窓の断熱性が住宅全体の断熱性に大きく影響することを知っていたか ■ 新築やリフォーム時に超断熱サッシを使った住宅を検討するか

＜インターネットアンケート結果＞

はい

60%

いいえ

3%

わからない

12%

未回答

25%
はい

いいえ

わからない

未回答はい

78%

いいえ

15%

未回答

7%

はい

いいえ

未回答

シンポジウム開催
実施回数：2回

実証試験体公開
実施回数：３回
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21. 技術開発・実証試験その成果

✔ 技術開発目標値Ｕｗ（窓の熱貫流率）＝０．５Ｗ／㎡・Ｋ以下を下回る

Ｕｗ＝０． ４７Ｗ／㎡・Ｋの技術開発に成功した。

✔ 本事業との周知と普及を行い、国民の多くが超断熱サッシの普及を

望んでいることが分かった。

✔ 超断熱サッシの環境負荷評価の結果、製造時における超断熱サッシの

ＣＯ２排出量は２５８㎏－ＣＯ２/㎡、運用時も合わせたＣＯ２累積排出削

減量が4年以上で上回ることを確認した。

✔ 本事業の成果から、本事業で開発した技術が住宅・建築物の省エネ

ルギーに寄与し、地球温暖化対策に貢献することが明らかとなった。



超断熱サッシ開発による住宅の高断熱化検証とゼロ・エミッション住宅検証

有限会社和建築設計事務所

22. 今後の展
開

○シナリオ実現上の課題

□ 超断熱サッシの製品確立（遮炎性能製品、大型片引き窓製品等）

□ 超断熱サッシ技術の啓発

□ 地域木材を活用した超断熱サッシによる地域イノベーションによる社会実装実現

○今後の展開

□ 本事業成果である技術シーズの実用化取組みを実施

平成２８年度

「中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律」

地域産業資源活用事業計画による事業認定獲得（平成２９年２月予定）

平成３２年度

超断熱サッシ

事業化

超断熱サッシ生産・販売

木製建具製作会社

地域木材生産団体

木材加工機械会社（3社）

建材流通会社

複層ガラス製作会社

和建築設計事務所

体制図


